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表
紙
に
使
用
し
て
い
る
画
像
は
、
小
川
和
紙
の
工
芸
紙
で
す
。
職
人
の
工
夫
に
よ
り
い
く
つ
か
の
加
工
技
術
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
複
雑
な
模
様
の
紙
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

和
紙
に
合
わ
せ
て
あ
し
ら
っ
た
２
色
は
黄こ

が

ね金
色
と
浅あ

さ
あ
け緋

色
。
秋
の
豊
作
の
稲
穂
の
色
と
夕
焼
け
の
茜
色
で
秋
の
訪
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

P.18-19

小川町の素晴らしい
自然をたくさんの方
に知ってもらいたい！

LINEクーポンは
ありがたいです!

町民の声
「聴きます×つなぎます」

鯨井 均さん

わたしのひとコト 

高橋永和さん

P.20

P.2-3

P.4-5

「小川町プライド」を次代へ

令和４年度
一般会計歳出決算

特集１

特集2

新生議会
始動！！

コロナ禍でも進んだ
小川町色の取組

9 5月　 日誕生

100 6500億億 万円万円

活性化に
向けて
進み続ける

認定

16 一歩一歩人の人の

新シリーズ

議 会

特集3

﹁
二
人
の
ハ
ー
ト
♥
﹂
は
い
つ
ま
で
も(

裏
表
紙
に
関
連
記
事
︶ 
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総務、企画・財政、防災・

防犯、税務、会計等に

関する事務事業

環境対策・農林業、    　　　 商工業の振興・観光、建設・地籍

調査、都市計画、    　　　　 水道・下水道等に関する事務事業

副委員長 田端良成

髙橋功人議長
（総務常任委員会）

田中照子副議長
（経済建設常任委員会）

委員長 稲村壌治 委員 山口勝士

委員 大戸久一

委員長 髙瀬 勉

副委員長 鈴木秀尚

委員 島﨑隆夫 委員 田中立男

委員 笠原 彦 副委員長 五十嵐康博

委員 笠原規弘

委員 関根慶則

委員 岡部久志委員長 髙橋さゆり

チェック＆バランス

一体感一体感ののあるある
議会議会をを

めざします！めざします！
 コロナ後の町経済の復活、

進行する少子高齢化と人口減

少、災害に強い持続可能なイ

ンフラ整備等。

　今までの考え方や手法では、

予想を超えて変化を続ける時代

に取り残されてしまいます。

 議会がやるべきこと、行政がや

るべきことを明確にし、双方向の

努力により 「小川町プライド」を

次代に引き継いでいきます。

　新生議員一人一人が歩んできた

道や考え方に違いはありますが、

総力をあげ、信頼される議会を

創っていきます。

委員会条例に基づき、総務・経済建設・厚生

文教の３つの常任委員会を設置。議員は必ず

いずれかの常任委員会に所属（任期２年）します。

　それぞれ所管する事務事業の調査・研究を行い、議案

及び請願等を審査します。

常任委員会

３常任委員会からそれぞれ委員長ほか１人を

選出し、構成されています。

議会運営委員会

小川町・東松山市・滑川町・嵐山町・川島町・

吉見町・ときがわ町・東秩父村の1市6町1

村の議会から選出された18人で構成。消防・救急業務、

斎場の管理運営、介護認定審査会・障害支援区分審査

会・公平委員会にかかわる議会です。

比企広域市町村圏組合議会

小川町・滑川町・嵐山町・ときがわ町・東秩父

村の４町１村の議会から選出された12人で構

成。可燃物・不燃物などのごみ処理と、し尿処理にかか

わる議会です。

小川地区衛生組合議会

髙橋功人　　田中照子

委員長　笠原 彦　   副委員長　大戸久一

委　員　髙橋さゆり　　      髙瀬　勉

　　　 五十嵐康博　　      稲村壌治

議会選出監査委員

髙橋功人　　大戸久一　

笠原 彦　　鈴木秀尚

戸籍年金・国民健康保険、福祉・健康増進、

高齢福祉、子育て支援、学校教育、

生涯学習等に関する事務事業

厚生文教
常任委員会

経済建設
常任委員会

総務
常任委員会

山口勝士

START MOVE

議員紹介は

ＨＰでも見られます

９
月
５
日
か
ら
新
た
な
任
期
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
新
生
小
川
町
議
会
」。

猛
暑
の
中
で
行
わ
れ
た
選
挙
を
経
て「
誕
生
」し
た
期
待
の「
新
鋭
」、

こ
れ
ま
で
以
上
の「
議
論
」
が
今
こ
こ
に「
開
会
」
す
る
！

論

誕

開

鋭

特集1

次ページは決算特集！次ページは決算特集！



　給食に使用される「おがわん野

菜」の割合は、年々増加している。

　また、通常11月〜翌年３月の間

は町産米を使用。（４月〜10月は埼

玉県産米）

　令和５年11月から農林水産省の

「地産地消コーディネーター」の派

遣が決定し、さらなる「おがわん野

菜」の利活用が期待される。
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笑顔で完食「Very good !!」欅台中２年１組の皆さん

地域防災訓練のさらなる展開
令和４年度の地域での実施は22回。地域を

超えての合同実施や実情に合った、きめ細や

かな内容などの工夫も出てきたが、さらに拡大

を望む。

デマンドタクシーの継続
値上げへの一定の理解は得ているが、高齢者

にとって影響が大きいのは事実。継続を求める

意見が強いだけに、今後も丁寧な議論を望む。

景観モデル地区の案内表示
全体で27か所まで増加し、アクセス数も3倍

になっている。町の重要な施策である観光に力

を入れ、さらなる関係人口の創出を望む。

地域福祉委員の増員
87万円
地域の見守り活動強化や支援体制充

実につながる地域福祉委員を委嘱し

ている、社会福祉協議会への補助。

病児・病後児保育の展開　

610万円
病気または病気の回復期にある、

生後1歳から就学前までの児童を

私立保育園に併設の病児保育室で

一時預かり。

スモリバLINEクーポン実施
890万円
県内初、LINE「小川町情報スモリバ」

を活用した電子クーポン事業。

空き家対策
「お試し暮らし体験住宅」の提供
60万円
移住希望者に対し、町内での生活

を一定期間体験できる機会の提供。

空き店舗等活用補助金
75万円
店舗の改修及び家賃の補助。

スクールバスの運行　
860万円
旧東小川小学校区児童の小川小学校

への通学のためスクールバスを運行。

高齢者保健と介護予防
一体的事業
830万円
「自宅で自立した生活が送れる高齢

者の増加」を目的に、生活習慣病

の重症化予防とフレイル対策。

歯科口腔保健の推進
9万円
高齢者の一人暮らし調査時にリーフ

レット・歯ブラシセット配布、虫歯

や歯周病予防啓発。

職員研修の充実　
19万円
派遣研修に延べ64人、内部研修に

延べ352人参加。

Gikai's
eye 

　

職
員
数
の
削
減
等
、
経
費

削
減
に
努
め
て
き
た
こ
と
は

分
か
る
が
、
高
齢
化
と
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
、

税
収
が
減
り
、
社
会
保
障
関

係
費
が
増
え
、
恒
常
的
な
財

源
不
足
が
続
い
て
い
る
。

　

一
方
、
町
債
は
減
少
傾
向

で
、
令
和
４
年
度
は
前
年
度

に
比
べ
、
約
４
億
３
３
０
０

万
円
（
５
％
）の
減
少
で
あ
る
。

　

ま
た
、財
政
調
整
基
金
（
町

代
表
監
査    

　

福ふ

く

し

ま

た

か

あ

き

島
崇
晃

監査委員の意見（抜粋）　　  　 《税収を増やし自主財源の確保を》税収増を税収増を
の
積
み
立
て
）
は
前
年
度
に

比
べ
、
約
１
億
の
増
加
で
12

億
７
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

引
き
続
き
事
務
の
効
率
化

や
企
業
誘
致
を
進
め
、
税
収

を
増
や
し
て
自
主
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
公
共
施
設
の
管
理

の
適
正
化
を
進
め
、
経
費
を

削
減
す
る
こ
と
を
望
む
。

　まちづくり寄附金の約半分１０６７万円が「次代を担う子どもたちを応援する事

業」への寄附で、図書の購入・トイレの改修・保育園の備品や電子黒板の設置等

に使われた。企業版ふるさと納税は、東小川学校跡地の利活用及び道の駅リニュー

アルに充てられた。

　資源回収実施団体への奨励

金や給食残渣の利活用事業へ

の補助。また、職員による出

前講座を行い、分別や生ごみ

乾燥の推進など、啓発に努めた。

まちづくり寄附金 まちづくり寄附金 
990件 2064万円990件 2064万円
地方創生応援税制寄附金 地方創生応援税制寄附金 

（企業版ふるさと納税）（企業版ふるさと納税）
８件      750万円８件      750万円子ども応援事業等に活用

生ごみの量と重さを一気に減らす

「生ごみ乾燥機」

経費削減経費削減

評価 いいね！

議
会
選
出

議
会
選
出

前前
監
査
委
員

監
査
委
員大お

お

戸と

久ひ
さ
か
ず一

令和４年度 一般会計歳出決算

100億6500万円

Gikai's
eye 

さらに期待！

ふるさと納税

ごみ減量化対策
可燃ごみ処理の
民間委託を開始

注目２

決算額　173万円

おがわん野菜の購入補助

決算額　14万6000円

注目３

魅力的な学校給食の提供と充実

コロナ禍でもこんなこと　に取り組みました

注目１

　「おがわん野菜と町産米」の

割合を増やし、当町でしか味

わえない自慢の学校給食の充

実に期待する。さらには、学校

給食センターの更新に向けた

取組を加速させ、安全・安心・

安定の給食提供を望む！

安全・安心・安定の
給食提供を

次ページは関連質疑

　民間委託で処理費用は大幅増と

なったが、可燃ごみの量は前年度比4％減少し、処理費用

は約1000万円の削減となった。可燃ごみの減量はそのま

ま町負担の減につながる。さらなる減量化への取組を。

さらなる減量化への取組を

Gikai's eye

エアコン設置で快適な

町立保育園の調理室

　まちづくり寄附金の収支は、

約300万円のプラスになった。

一方、他市町村への寄附で税

収減も起きている。寄附の増加

に向けたさらなる努力を。

寄附の増加を
Gikai's eye

Gikai's 
eye

Gikai's eye

←決算報告は
こちらからでも
見られます。

（広報おがわ11月号）

「決算議会」と称される９月定例会（９月28日〜10 月19日）は、町が前年度に執行した事業や

お金をチェックする重要な機会です。議会が注目した 「税金の使い道」をピックアップします。
特集2
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9月定例会の会議録は令和５年12
月下旬から見られます。二次元バー
コードからインターネットで[小川町
議会　会議録]と検索

Ｑ
研
修
の
充
実
と
、
職
員
の
資
質
の

向
上
及
び
意
識
改
革
の
達
成
等
は
。

Ａ
町
独
自
で
実
施
す
る
研
修
の
ほ
か
、

国
・
県
に
よ
る
各
種
研
修
に
職
員
を
派

防
災
訓
練
の
実
施
状
況

Ｑ
令
和
４
年
度
の
各
種
防
災
訓
練
の

実
施
と
そ
の
成
果
等
は
。

Ａ
地
域
の
訓
練
等
の
実
施
は
22
回
で
、

そ
の
う
ち
町
職
員
が
参
加
し
た
訓
練
は

６
回
で
す
。
規
模
の
小
さ
な
地
域
単
位

で
の
訓
練
を
数
多
く
開
催
す
る
中
で
、

遣
し
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
管
理
職
に
は
住
民
や
議
会
に

対
し
て
適
切
に
説
明
責
任
を
果
た
す
た

め
﹁
報
道
機
関
対
応
・
議
会
答
弁
﹂
に

関
す
る
研
修
等
を
行
い
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

で
き
る
職
員
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

不
用
額
の
増
加

Ｑ
前
年
度
比
で
約
１
億
１
０
０
万
円

増
と
な
っ
て
い
る
が
見
解
を
。

Ａ
事
業
ご
と
に
予
算
に
過
不
足
が
生

じ
な
い
か
、
常
に
精
査
し
て
い
ま
す
。
事

業
に
よ
っ
て
は
、
社
会
情
勢
や
行
政
需

個
人
・
世
帯
に
お
け
る
﹁
事
前
の
備
え
﹂

や
﹁
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
、
き
め
細

や
か
な
防
災
訓
練
﹂
と
な
り
ま
し
た
。

自
助
・
共
助
の
意
識
の
醸
成
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

要
の
変
化
、
制
度
改
正
な
ど
に
よ
り
想

定
し
て
い
た
予
算
が
増
減
す
る
の
で
、
適

切
な
時
期
に
補
正
し
調
整
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
見
通
せ
な
か
っ
た
部
分
が
不

用
額
と
し
て
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

ス
モ
リ
バ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
ー
ポ
ン

Ｑ
取
組
と
そ
の
効
果
等
は
。

Ａ
県
内
で
初
め
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用

し
た
電
子
ク
ー
ポ
ン
事
業
と
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
紙
媒
体
の
商
品
券
と
比

べ
る
と
、
印
刷
代
や
郵
送
費
等
の
コ
ス

ト
が
抑
え
ら
れ
、
そ
の
分
の
経
費
を
割

引
に
係
る
予
算
に
充
て
る
こ
と
で
、
全

体
と
し
て
の
売
上
増
加
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
で
の
消
費
喚
起
を
促
し
、

事
業
者
支
援
と
消
費
者
の
負
担
軽
減
に

効
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

病
児
・
病
後
児
保
育

Ｑ
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
周
知
や
、

利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
取
組
等
は
。

Ａ
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
改
善

点
と
し
て
、
毎
年
の
登
録
手
続
が
必
要

だ
っ
た
と
こ
ろ
を
﹁
一
度
の
登
録
で
小

学
校
就
学
前
ま
で
有
効
﹂
と
す
る
旨
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。
ひ
と
り
親
家
庭

や
、
祖
父
母
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
な
共
働
き
世
帯
を
中
心
に
、
子
育

て
を
応
援
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
周
知

に
努
め
ま
す
。

小
児
初
期
救
急
医
療
の
運
営

Ｑ
取
組
の
内
容
や
成
果
等
は
。

Ａ
比
企
地
域
の
９
市
町
村
で
構
成
し
、

15
歳
以
下
の
子
供
に
対
す
る
平
日
夜

間
の
1
次
救
急
を
担
う
事
業
で
す
。
令

和
４
年
度
の
利
用
件
数
は
２
８
４
件
で
、

そ
の
う
ち
小
川
町
は
７
件
で
し
た
。
利

用
件
数
は
少
な
い
で
す
が
、
平
日
準
夜

間
に
お
け
る
小
児
の
初
期
救
急
医
療
体

制
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
健
康

を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
本
事
業
は
、
一

定
程
度
の
成
果
が
あ
る
と
捉
え
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

Ｑ
令
和
４
年
度
か
ら
統
合
さ
れ
た
旧

東
小
川
小
学
校
区
の
児
童
の
送
迎
用
に

運
行
が
開
始
さ
れ
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
だ

が
、
運
行
の
状
況
は
。

Ａ
運
行
規
程
に
基
づ
き
﹁
年
間
運
行

計
画
書
﹂
及
び
﹁
利
用
者
名
簿
﹂
を
教

育
委
員
会
・
運
行
業
者
と
共
有
を
図
る

中
で
、
学
校
の
都
合
ま
た
は
悪
天
候
等

に
よ
り
、
登
下
校
時
刻
・
授
業
時
間
の

変
更
や
、
臨
時
休
校
を
行
う
際
に
は
、

直
ち
に
協
議
を
行
い
対
応
し
て
い
ま
す
。

乗
降
時
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
支
援
員
が
乗

車
名
簿
を
確
認
し
、
安
全
な
乗
り
降
り

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
急
な
体
調
不
良
や
児
童
同
士

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
と

も
に
速
や
か
に
対
応
し
、
最
終
降
車
地

で
は
、
必
ず
車
内
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
継
続

Ｑ
予
算
時
と
比
較
し
て
大
幅
な
歳
出

決
算
額
が
示
さ
れ
た
。
事
業
の
振
り
返

り
を
。

Ａ
コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
者
数
の
動
向
把

握
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
年

度
内
の
増
額
補
正
で
対
応
し
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
、
予
算
と
比
較
し
約
１
０

０
０
万
円
の
増
額
を
要
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
の
安
定
か
つ
継
続
し
た
事
業

運
営
を
図
る
た
め
、
利
用
料
金
︵
利
用

者
負
担
分
︶の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

1年間を通し、基礎自治1年間を通し、基礎自治
体若手・中核人材育成体若手・中核人材育成

プログラムに参加し、プログラムに参加し、
人事・政策・財政人事・政策・財政
について幅広くについて幅広く
学びました。学びました。

環境農林課環境農林課
　横瀬純也　横瀬純也さんさん

つづく！

多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

職
員
の
育
成
に
つ
な
げ
る
研
修
の
充
実
を

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算

デマンドは本当に助かります。デマンドは本当に助かります。
500円は安いと実感していたので、500円は安いと実感していたので、

距離に応じてなどの見直しは距離に応じてなどの見直しは
やむを得ないと。バスと併用やむを得ないと。バスと併用しし
ながら上手に使っています。ながら上手に使っています。
佐藤靖之・ツミ子佐藤靖之・ツミ子

　　　　ご夫妻　　　　ご夫妻（中爪）（中爪）

やむをやむを
得ない得ない

知
っ
て
お
き
た
い
！ 

こ
の
数
字

Pick up!
防災訓練の
実施

22回

地域福祉委員

156人

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

町
民
登
場
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
、
た
く
さ
ん
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︵
裏
表
紙
も
ご
覧
く
だ
さ
い
︶。

「いざという時のために！」町職員による指定緊急避難場所開設訓練

私たちの町、
どうなってる？ 

177
改選後、新たなメンバー・
議会体制で臨んだ初めての
定例会。令和４年度一般会
計をはじめ、各特別会計及
び公営企業（上下水道）会
計の決算総額は180億円超。
充実の「決算議会」から気
になるQ＆Aを取り上げます。

議員が質
た だ

した

のこと

幅広く幅広く
勉強勉強

小川町ＨＰ（指定緊急

避難場所・指定避難所） 

プライバシーへ

プライバシーへ

の配慮も重要な    

の配慮も重要な    

視点となる
視点となる
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

情
報
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

用
語
解
説
は
じ
め
関
連
情
報
へ
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
な
ど
﹁
読
者
目
線
﹂
の
編
集
を
心
が
け
ま
す
。

Ｑ
可
燃
ご
み
処
理
費
用
の
減
額
に
向

け
た
取
組
の
推
進
や
、
住
民
等
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
。

Ａ
令
和
４
年
度
か
ら
、
小
川
地
区
衛

生
組
合
と
し
て
可
燃
ご
み
処
理
を
民
間

に
委
託
し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
は

比
例
し
て
処
理
費
用
の
削
減
に
つ
な
が

る
の
で
、
今
後
も
地
域
へ
の
出
前
講
座

や
生
ご
み
処
理
機
へ
の
導
入
補
助
な
ど
、

分
別
意
識
の
向
上
や
生
ご
み
の
減
量
化

︵
乾
燥
さ
せ
る
等
︶
に
つ
い
て
啓
発
し

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
令
和
４
年
度
の

可
燃
ご
み
の
量
は
﹁
前
年
度
比
で
４
％

削
減
さ
れ
、
処
理
費
用
も
約
１
０
０
０

万
円
の
削
減
﹂
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
保
健
と
介
護
予
防

Ｑ
令
和
４
年
度
か
ら
取
組
が
始
ま
っ

た
﹁
高
齢
者
保
健
・
介
護
予
防
一
体
的

推
進
事
業
﹂
の
成
果
等
は
。

Ａ
本
事
業
の
目
的
は
﹁
自
宅
で
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
高
齢
者
の
増
加
﹂

で
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
と
フ

レ
イ
ル
対
策
の
推
進
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　

取
組
内
容
は
１
つ
目
に
﹁
個
別
的
支

援
﹂
と
し
て
、
健
診
結
果
の
デ
ー
タ
を

も
と
に
﹁
低
栄
養
﹂
と
﹁
健
康
状
態
不

明
者
﹂
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援

や
、
医
療
専
門
職
に
よ
る
訪
問
・
個
別

相
談
で
保
健
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
２

つ
目
に
﹁
集
団
を
対
象
と
し
た
支
援
﹂

と
し
て
﹁
い
き
い
き
百
歳
体
操
﹂
や
﹁
は

つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
﹂
の
参
加
者
を
対
象
に

﹁
栄
養
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
た
健
康
教
育
を

行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
健
康
長
寿

に
結
び
つ
け
て
い
く
目
的
を
見
据
え
た

取
組
が
か
な
っ
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進

Ｑ
推
進
や
啓
発
に
つ
な
が
る
取
組
は
。

Ａ
平
成
30
年
度
に
制
定
し
た
﹁
歯
科

口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
﹂
に

基
づ
き
、
そ
の
保
持
・
増
進
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
正
し
い
歯
磨
き
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
で
、
虫
歯
や
歯
周
病
予

防
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、﹁
歯
及
び
口
腔
内
の
健
康
が
全
身

状
態 

に
対
し
て
も
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
﹂
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
自
殺
予
防
対
策
事
業

の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
歯
ブ
ラ
シ
に
変
更
し

た
り
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
調
査
の
時

に
歯
ブ
ラ
シ
の
配
布
を
実
施
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

増
加
す
る
空
き
家
へ
の
対
策

Ｑ
﹁
お
試
し
暮
ら
し
体
験
住
宅
﹂
の

実
績
等
は
。

Ａ
寄
附
さ
れ
た
空
き
家
一
棟
︵
件
︶

を
改
修
し
、
移
住
希
望
者
に
対
し
て
町

内
で
の
生
活
を
一
定
期
間
体
験
で
き
る

機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
入

居
し
て
い
た
夫
婦
は
定
住
に
つ
な
が
り
、

そ
の
後
、
現
在
は
子
育
て
世
代
の
家
族

が
利
用
し
、
小
川
町
暮
ら
し
を
体
験
し

て
い
ま
す
。
改
修
費
用
な
ど
の
課
題
も

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
寄
附
物
件
を
募

り
、
体
験
住
宅
を
増
や
し
て
い
け
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
店
舗
の
解
消
を

Ｑ
空
き
店
舗
の
利
活
用
に
つ
な
が
る

各
種
補
助
金
の
動
向
は
。

Ａ
令
和
４
年
度
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
り
、
店
舗
の
改
修
・
家
賃
補
助
の
実

績
は
２
件
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
令
和
５
年
度
に
は
、
補
助

対
象
エ
リ
ア
の
拡
大
と
補
助
の
増
額
を

図
る
中
で
４
件
︵
令
和
５
年
11
月
15
日

時
点
︶
の
実
績
を
有
し
、
着
実
に
空
き

店
舗
の
活
用
へ
と
つ
な
が
っ
て
き
て
い

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
委
員
の
増
員

Ｑ
担
い
手
の
現
状
等
は
。

Ａ
平
成
28
年
度
の
12
地
区
41
人
の
設

置
を
皮
切
り
に
、
令
和
４
年
度
末
で
は

55
地
区
１
５
６
人
と
な
り
、
委
嘱
人
数

は
順
調
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
・
児
童
委
員
を
経
験
し

た
方
に
地
域
福
祉
委
員
を
引
き
受
け
て

も
ら
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

登
録
人
数
の
増
加
が
地
域
の
課
題
解
決

や
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
な
が
る
と
捉

え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
未
設
置
地

区
に
そ
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

環境環境美化推進美化推進委員委員
駒駒﨑﨑秋男秋男さんさん

（東小川６丁目）（東小川６丁目）

最初の一歩は最初の一歩は
分別分別

「少しでも地域のお役に立てれ
ば」と思って活動しています。

景
観
モ
デ
ル
地
区
の
案
内
標
識

Ｑ
案
内
標
識
設
置
の
効
果
等
は
。

Ａ
令
和
４
年
度
は
モ
デ
ル
地
区
内
の

主
要
ポ
イ
ン
ト
15
か
所
に
整
備
し
、
全

体
で
27
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
連
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
に

も
掲
載
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
標

識
に
は
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
配
さ
れ
、

ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
情
報
が
表
示
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
追

加
設
置
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
数
も
以
前

と
比
べ
て
３
倍
︵
64
回
➡
１
９
８
回
︶

と
増
え
て
い
ま
す
。

観光やまち歩き等の来訪者はもちろんのこと、町民

の皆さんにも広く利用されることを期待しています。

町民の歯科口腔を守るために配られているケアグッズ。「健康」に関す

る事業に限らず様々な機会・イベントを通じて促進に努めています。

フレイル予防応援
ポータル 埼玉県HP

血圧、体温、脈拍数、尿量、呼吸・栄養・意識の状態など、全身所見の総称

可
燃
ご
み
の
減
量
＝
処
理
費
用
の
減
額

さ
ら
な
る
分
別
意
識
の
向
上
を

まち歩きマップ
小川町HP

このところ、雑がみや衣類の分別が意
識されてきています。生ごみの水切りは、
我が家ではネットを使っています。

つづく！

地域福祉委員（腰二）地域福祉委員（腰二）
山神正弘山神正弘さん（左）さん（左）    
馬場美知子馬場美知子さんさん（右）（右）    

地域の地域の
お役にお役に

 二次元バーコードから

 二次元バーコードから

　「まち歩きマップ」

　「まち歩きマップ」

が見られます
が見られます
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特定健診のご案内
小川町HP

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は

﹁
２
類
相
当
﹂
最
終
年
度
に
お
け
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健
康
・
医
療

包
括
的
支
援
の
取
組

国
民
健
康
保
険 

特
別
会
計
決
算

介
護
保
険 

特
別
会
計
決
算

Ｑ
現
在
の
人
間
ド
ッ
ク
と
併
進
し
て

脳
ド
ッ
ク
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ
県
内
で
も
人
間
ド
ッ
ク
と
の
併
進

ド
ッ
ク
と
し
て
実
施
し
て
い
る
市
町
村

は
あ
り
ま
す
が
、
予
算
上
、
補
助
額
２

万
円
を
据
え
置
く
場
合
に
自
己
負
担
額

が
増
え
て
し
ま
い
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
率
が
下
が
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
過
去
に
庁
内
で
も
検
討
し
た
経

緯
が
あ
り
ま
し
た
が
、﹁
特
定
健
診
﹂

と
﹁
が
ん
検
診
﹂
を
併
せ
て
受
診
す
る

こ
と
で
、
脳
疾
患
を
起
因
と
す
る
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
捉
え

て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
併

用
受
診
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上

Ｑ
さ
ら
な
る
受
診
率
向
上
に
つ
な
げ

る
方
策
等
は
。

Ａ
40
歳
か
ら
74
歳
の
被
保
険
者
が
対

象
で
﹁
内
臓
脂
肪
型
肥
満
﹂
に
着
目
し

た
健
康
診
査
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
受
診
率
向
上
の
取
組
と
し
て
、
ポ

ス
タ
ー
掲
示
・
の
ぼ
り
旗
の
設
置
を
は

じ
め
、
町
公
式
X
︵
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
︶

の
活
用
や
、
職
員
が
啓
発
用
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
・
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
用
す
る
な
ど
し

て
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
﹁
ナ
ッ
ジ
行
動
理
論
﹂
を
応
用

し
、
対
象
者
に
即
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
が

付
さ
れ
た
勧
奨
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
、
受

診
を
促
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
10
月

31
日
時
点
の
受
診
率
は
11
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

収
入
未
済
額
の
増
加

Ｑ
令
和
４
年
度
は
前
年
度
比
で
10
％

近
く
増
え
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
背
景

等
は
。

Ａ
一
般
会
計
の
個
人
町
民
税
と
同
様

に
﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
給
付
金
の
影

響
﹂
で
、
所
得
の
増
加
に
伴
い
課
税
額

も
増
え
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
納
付
が

困
難
と
な
っ
た
事
案
が
影
響
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
元
来
、
国
民
健
康
保
険
の
構

造
的
な
課
題
と
し
て
、
世
帯
収
入
や
加

入
者
の
年
齢
構
成
等
、
財
政
基
盤
は
脆

弱
で
あ
り
、
資
力
の
な
い
世
帯
も
増
え

る
中
で
収
入
未
済
額
が
増
加
し
た
も
の

と
捉
え
て
い
ま
す
。

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

見
出
し
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

内
容
が
一
目
で
わ
か
り
、
記
事
を
読
み
た
く
な
る
見
出
し
を
つ
け
ま
す
。

ポロシャツ・ジャンパーを着用しているのは健康

福祉課に限りません。クールビズ・ウォームビズ

にもつながる取組で啓発に努めています。

受
給
者
の
利
便
性
向
上
へ

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
現
物
給
付

そ
の
他
の
条
例
改
正

す
。
精
神
疾
患
や
認
知
症
、
経
済
的
困

窮
等
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、

解
決
ま
で
時
間
を
要
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、
役
場
内
の
他
部
署
・
医
療
機
関
等

と
の
連
携
が
必
要
な
事
案
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

訪
問
徴
収
の
頻
度
﹁
増
﹂

Ｑ
不
納
欠
損
額
は
減
少
し
た
が
、
収

入
未
済
額
は
増
加
し
て
い
る
。
背
景
等

は
。

Ａ
夜
間
や
休
日
に
実
施
し
た
納
付
相

談
・
臨
宅
徴
収
・
電
話
で
の
催
告
な
ど

の
成
果
と
し
て
、
不
納
欠
損
の
減
額
に

つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、

収
入
未
済
額
の
増
加
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
訪
問
徴
収
等

の
減
少
が
要
因
と
捉
え
て
い
ま
す
。
今

後
は
感
染
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、
徴
収
の
機
会
・
頻
度
を
増
加
さ
せ
、

収
入
未
済
額
の
圧
縮
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
特
に
﹁
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
﹂
へ
の

支
援
や
、
取
り
巻
く
現
状
は
。

Ａ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
社
協
︶

で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
多
職
種

と

の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
個
々
の
高

齢
者
の
状
況
や
変
化
に
応
じ
継
続
的
な

支
援
を
す
る
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
対
し
て
個
別
の
指
導
や
相
談
、
支
援

困
難
事
例
等
へ
の
助
言
を
行
っ
て
い
ま

Ｑ
条
例
改
正
に
至
っ
た
経
緯
等
は
。

Ａ
令
和
４
年
度
に
埼
玉
県
が
、
県
の

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
と

で
、
県
内
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
、

﹁
現
物
給
付

﹂
を
行
う
こ
と
と
す

る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
、

こ
の
流
れ
に
伴
っ
て
、
現
物
給
付
の
実

施
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
町
全
体
の
事
業
を
精
査
す

る
中
で
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
て
改
正
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
当
町
に
お
け
る
対
象
者
数
や
負
担

額
等
は
。

Ａ
令
和
４
年
度
の
実
績
と
し
て
、
対

象
者
は
５
７
３
人
で
医
療
費
の
合
計
は

４
９
６
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
条
例
改
正
に
伴
う
財
政
負

担
増
の
見
込
み
は
、
年
間
で
給
付
額
８

９
０
万
円
・
審
査
支
払
い
手
数
料
70
万

円
と
な
り
、
合
計
で
９
６
０
万
円
程
度

の
増
額
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

つづく！

皆さん皆さん
受診を受診を

特定検診の令和４年度の
受診率は約41％と上がっ

てきていますが、国の
目指す60％には達し
ていません。

瀬川病院　豊院長

窓口では支払いを行わず医療を受けることができるもの

主治医・介護支援専門員・地域の関係機関・在宅と施設の連携など

親としては、重度心身障害者を介護しながらの会計手続きは大変でした。

令和６年度より現物給付になることで、利便性が向上して大助かり！

町の受診率目標
町の受診率目標
60％！60％！
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放
課
後
児
童
の
安
心
安
全
な
居
場
所
へ

学
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
処
遇
改
善

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ
国
・
県
の
補
助
を
受
け
、
学
童
ク

ラ
ブ
支
援
員
の
処
遇
改
善
に
係
る
費
用

増
が
示
さ
れ
た
。
各
支
援
員
の
賃
金
に

つ
い
て
、
ど
の
程
度
改
善
が
図
ら
れ
る

の
か
。

Ａ
運
営
面
は
各
学
童
ク
ラ
ブ
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
の
で
、
基
本
の
給
与
等

に
差
は
あ
り
ま
す
が
、
当
初
予
算
及
び

今
回
の
補
正
増
を
含
め
る
と
、
正
規
職

員
で
月
額
５
０
０
０
〜
２
万
円
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
時
給
２
０
０
円
程

度
の
上
昇
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

武
道
館
剣
道
場﹁
床
﹂の
修
繕

Ｑ
当
初
予
算
で
は
武
道
館
の
雨
漏
り

対
策
と
し
て
予
算
の
計
上
が
あ
っ
た
が
、

追
加
で
示
さ
れ
た
修
繕
の
詳
細
は
。

Ａ
利
用
者
か
ら
、
剣
道
場
の
床
面
に

﹁
さ
さ
く
れ
箇
所
﹂
が
あ
る
と
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
床
の
ワ
ッ
ク
ス
が
剥は

が
れ

て
い
る
と
の
情
報
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

修
繕
を
図
る
も
の
で
す
。

﹁
道
の
駅
﹂
周
辺
整
備

Ｑ
道
路
右
折
帯
の
整
備
設
計
委
託
料

が
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
現
性
等
は
。

Ａ
地
域
の
要
望
と
し
て
、
国
道
２
５

４
号
に
お
け
る
右
折
帯
の
必
要
性
に
つ

い
て
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
。
再
整
備

後
は
、
現
在
と
比
べ
て
か
な
り
多
く
の

来
客
数
を
見
込
ん
で
い
ま
す
の
で
﹁
交

通
の
円
滑
化
﹂
は
重
要
と
捉
え
て
い
ま

す
。
ス
ム
ー
ズ
な
右
折
を
ど
の
よ
う
に

誘
導
す
る
か
な
ど
、
県
警
察
・
小
川
警

察
署
・
道
路
管
理
者
︵
県
︶
等
と
協
議

を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
測
量
や
図
面

の
作
製
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
周
辺
整
備
に
係
る
工
事
設
計
に
つ

い
て
の
内
容
等
は
。

Ａ
道
の
駅
の
隣
接
地
に
駐
車
場
の
拡

張
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
側

に
あ
る
砂
利
の
臨
時
駐
車
場
の
測
量
や
、

県
が
進
め
る
﹁
水
辺 

ｄ
ｅ
ベ
ン
チ
ャ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
﹂
事
業
の
関
連
で
、
遊
歩

道
の
整
備
を
町
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
工
事

設
計
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
臨
時
駐
車

場
を
有
効
活
用
し
、
家
族
で
過
ご
し
て

も
ら
え
る
場
の
設
定
等
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

実行委員会が実施したおがわのぐるり市

Ｑ
当
町
で
は
、
国
の
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
活
用
し
、
３
年
間
に
わ
た
り

﹁
ま
ち
×
ひ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
実

施
し
て
き
た
。
令
和
５
年
度
も
事
業
予

算
を
計
上
し
、
既
に
半
年
が
経
過
し
て

い
る
。
活
発
な
動
き
が
見
え
な
い
が
現

状
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
昨
年
度
の
地
方
創
生
推
進
交
付

金
の
終
了
に
よ
り
一
区
切
り
に
な
り
ま

し
た
。
本
年
度
は
３
年
間
の
成
果
や
課

題
を
整
理
し
た
う
え
で
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
参
加
者
を
中
心
に
イ
ベ
ン
ト

等
の
事
業
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
交
付
金
活
用
の
狙
い
と
し
て
﹁
自

立
性
﹂
や
﹁
事
業
主
体
の
形
成
﹂
等
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

持
続
可
能
性
と
出
口
に
つ
い
て
考
え
を
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
に
応
じ
た
判
断
を
す
る
事
項
も
多
く
、

一
部
会
費
制
の
導
入
を
実
施
し
た
も
の

の
、
自
主
財
源
に
な
り
え
る
状
況
ま
で

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
際
に
顔

を
合
わ
せ
た
交
流
機
会
の
減
少
な
ど
も

影
響
し
、
な
か
な
か
事
業
推
進
主
体
と

な
り
え
る
組
織
を
形
成
す
る
の
は
難
し

か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 

弁

成
果
や
課
題
を　
　

整
理
し
実
施
し
ま
す

推
進
に
向
け
た

推
進
に
向
け
た

活
発
な
動
き
を

活
発
な
動
き
を

オガワマチのこと・ギカイのこと

「一緒に見よう、考えよう」

P17までつづきます！Mini InterviewVol.23

新生議会に
期待することは？

地
方
創
生

地
方
創
生五

い が ら し

十嵐康
やすひろ

博議員
が町に問う！

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

文
字
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

高
齢
者
や
視
覚
の
弱
い
方
に
も
読
み
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
ま
す
！

つづく！

継承よりも時代に合った新し

い議会運営を。改革に期待し

ます。「傍聴に行きます」
（Ｎ・Ｍさん　70歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

424240

242322

39837

審議した主な議案
公開します 議員の賛否内訳と審議結果

○…賛成 ×…反対　

ー印…議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議決結果はＨＰでも

見られます→

他８議案も
全員賛成で原案どおり「可決・認定」しました

一般質問

全質問項目は小川町ホームページから見られます。議会だよりでは議員ご

とに要約版で掲載。全文（会議録）は令和５年12月下旬に公開予定です。99のの視点視点
皆さんはどのテーマに関心がありますか？

地
方
創
生

P.13

赤
字
決
算

P.14

駅
北
側
整
備

P.15

学
校
給
食
費

P.17

災
害
対
策

P.16

パ
ト
リ
ア

P.15

変
化
す
る
町

P.17

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

P.16

脱
炭
素
化

P.14

膨らむ期待膨らむ期待

「歩いて・見て・聴いた」ことを踏まえ、議員が自身の提言も交え、
町に考えを質す。
初議会で一般質問に挑戦！　ベテラン議員の一問一答の妙！

久しぶりに復活した「発言席」から届ける質問の数々に注目ください。

討
論

議　員　名

  議　案　名

田

中

立

男

関

根

慶

則

岡

部

久

志

田

端

良

成

稲
村 

壌
治

鈴
木 

秀
尚

五
十
嵐
康
博

笠
原 

規
弘

大
戸 

久
一

田
中 

照
子

笠
原 

英
彦

髙

瀬  

勉

髙
橋
さ
ゆ
り

山
口 

勝
士

島
﨑 

隆
夫

髙
橋 

功
人
　
　 

審

議

結

果

令
和
４
年
度
決
算
の
認
定

一般会計  　　　　　　　　　　100億6500万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 認定

国民健康保険特別会計（事業勘定） 35億9600万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 認定

後期高齢者医療特別会計           4億6000万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 認定

介護保険特別会計（保険事業勘定） 29億2000万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 認定

当協議会では町民の皆さんや観光に訪れる
方々 も広く利用でき、楽しんでいただき、そして

「また来たい」と思ってもらえる取組を進めています。
これをチャンスに道の駅～仙元山～下里エリア

（見晴らしの丘公園、カタクリなどの春植物、国蝶オオム
ラサキ、有機農産物、旧下里分校、し尿処理場跡地、
道の駅臨時駐車場など多くの素材）の整備・利活用に
期待を膨らませています。

小川・下里地区槻川水辺活用調整協議会長小川・下里地区槻川水辺活用調整協議会長
内野幸一内野幸一さん（下小川三）さん（下小川三）
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一
般
質
問

つづく！

答 

弁
チ
ー
ム
を
作
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を

地
産
地
消
を

脱
炭
素
化

脱
炭
素
化鈴

すず

木
き

秀
ひでなお

尚議員
が町に問う！

住民が出資し合って作った発電所

答 

弁
健
全
化
が
必
要
な
団

体
に
は
該
当
し
ま
せ
ん

実
質
単
年
度
収
支

実
質
単
年
度
収
支

が
赤
字
で
は

が
赤
字
で
は

田
た

端
ばた

良
よしなり

成議員
が町に問う！

環境に配慮した移動手段を検討（周辺整備）

Ｑ
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
決

算
カ
ー
ド
を
見
る
と
過
去
21
年
に
わ

た
っ
て
、
当
町
の
実
質
単
年
度
収
支

が
赤
字
基
調
で
あ
る
が
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

決
算
カ
ー
ド
は
、

全
国
の
地
方
公
共
団
体
の
決
算
概
要
に

つ
い
て
公
表
し
た
も
の
で
す
。
基
金
の

積
立
や
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償
還
な
ど

未
来
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
素
を
除
い
て

実
質
的
な
単
年
度
の
収
支
を
表
し
た
数

字
で
す
。
そ
の
分
を
含
め
て
計
算
す
る

と
過
去
21
年
間
で
、
赤
字
は
11
回
、
黒

字
は
10
回
と
な
り
ま
す
。
健
全
化
判
断

比
率

か
ら
見
る
と
、
当
町
は
健
全

化
が
必
要
な
団
体
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

Ｑ
道
の
駅
お
が
わ
ま
ち
再
整
備
基
本

計
画
で
は
、
30
分
商
圏
︵
ミ
ニ
観
光
商

圏
︶
を
約
33
・
４
万
人
と
見
込
ん
で
い

る
。
人
口
減
少
の
中
、
10
年
後
の
長
期

収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
を
与

え
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

基
本
計
画

書
に
あ
る
長
期
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
は
、
人
口
変
動
や
イ
ン
フ
レ
率
な

ど
変
数
設
定
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

れ
ら
の
変
動
幅
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都

度
、
管
理
運
営
事
業
者
と
適
切
に
対
応

し
ま
す
。

答 

弁

施
設
転
換
に
取
り
か

か
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん

浴
室
・
プ
ー
ル
の

浴
室
・
プ
ー
ル
の

施
設
転
換
は

施
設
転
換
は

パ
ト
リ
ア

パ
ト
リ
ア髙

たかはし

橋さゆり議員
が町に問う！

施設転換を待つ旧プール側

答 

弁
諦
め
る
こ
と
な
く

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

と
ど
ま
っ
て
い
る

と
ど
ま
っ
て
い
る

事
業
の
推
進
は

事
業
の
推
進
は

駅
北
側
整
備

駅
北
側
整
備笠

かさはら

原規
のりひろ

弘議員
が町に問う！

Ｑ
南
北
出
口
を
結
ぶ
自
由
通
路
は

﹁
ど
の
よ
う
な
設
計

﹂
か
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

駅
南
口
の
コ
ン

ビ
ニ
北
側
付
近
と
小
川
高
校
体
育
館
西

側
を
結
ぶ
自
由
通
路
で
す
。
改
札
口
は

橋
上
駅
化
し
、
自
由
通
路
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
能
な
設
計
で
す
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
駅
北
側
整
備
を
計
画

し
て
い
る
の
か
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

町
道
５
０
９
０

線
︵
小
川
高
校
南
側
の
道
路
︶
は
２
車

線
に
拡
幅
し
、
歩
道
を
整
備
す
る
予
定

で
す
。
体
育
館
西
側
に
バ
ス
の
乗
り
入

れ
が
可
能
な
ロ
ー
タ
リ
ー
を
整
備
す
る

計
画
で
す
。

Ｑ
ダ
イ
ヤ
の
改
正
を
危
惧
す
る
が
、

小
川
町
駅
の
乗
降
客
数
の
推
移
は
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

１
日
当
た
り
の

乗
降
客
数
は
２
０
１
８
年
で
９
８
９
９

人
、
２
０
２
２
年
で
７
７
５
９
人
で
す
。

Ｑ
国
費
率
40
％
の
男
衾
駅
周
辺
整
備

を
参
考
に
﹁
小
川
町
復
活
﹂
へ
向
け
た

駅
北
側
整
備
を
直
ち
に
仕
掛
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

Ａ
町
長　

課
題
だ
っ
た
公
共
施
設
の

方
向
性
を
具
現
化
す
る
時
期
に
き
て
お

り
、
調
査
研
究
費
等
の
予
算
化
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
諦
め
る
こ
と
な
く
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「志あるところ道は必ずひらける」

Ｑ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
の
た

め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が
有
効
。

当
町
の
中
で
モ
デ
ル
地
区
を
定
め
て
取

り
組
め
な
い
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

庁
内
に
立
ち
上

げ
た
﹁
地
域
脱
炭
素
事
業
推
進
チ
ー
ム
﹂

で
の
取
組
を
進
め
る
中
で
必
要
に
応
じ

考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
の
開

設
は
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

木
質
バ
イ
オ
マ

ス
セ
ン
タ
ー
開
設
の
実
現
に
向
け
、
月

１
回
ほ
ど
、
事
業
者
と
意
見
交
換
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

給
食
費
の
無
償
化

Ｑ
物
価
高
の
中
、
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
と
移
住
希
望
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル

に
な
る
の
で
、
無
償
化
の
流
れ
が
あ
る

今
こ
そ
実
施
で
き
な
い
か
。

Ａ
町
長
ほ
か　

無
償
化
に
は
７
０
０

０
万
円
の
財
政
負
担
が
生
じ
ま
す
。
子

育
て
支
援
と
し
て
、
第
三
子
か
ら
の
無

償
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
第
一

子
第
二
子
の
食
材
費
は
保
護
者
負
担
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
町
村
間
の
競
争
に
な
っ
て

も
い
け
な
い
の
で
、
町
村
会
と
し
て
も
、

県
に
要
望
書
を
出
し
無
償
化
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

単
な
る
説
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
援
や
問
題
提
起
な
ど
﹁
魂
﹂
を
込
め
て
お
伝
え
し
ま
す
。

収支や借金の大きさなどから町の
財政状況を表した判断指標

それぞれの持ち味を発揮で

きる「チーム小川町議会」!!
（Ｓ・Ｎさん　62歳）
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議会に新風を!! 有言実

行・公約達成を期待し

ます。（Ｏ・Ｙさん　77歳）
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子供たちが住みやすい町、

住み続けたいと思える町づ

くりを。（Ｏ・Ｎさん　39歳）
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夢の実現のため、話せる英会話

教育をしてください。
（Ｉ・Ｋさん　12歳）
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YouTubeとか動画での発信に

もチャレンジしてほしいな。
（Ｏ・Ｊさん 36歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

424240

242322

39837

赤
字
決
算

赤
字
決
算

Ｑ
パ
ト
リ
ア
の
浴
室
・
プ
ー
ル
の
休

止
は
﹁
介
護
予
防
・
健
康
増
進
に
取
り

組
め
る
施
設
に
転
換
す
る
﹂
と
説
明
し

て
き
た
が
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

転
換
に
つ
い

て
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の

進
捗
や
施
設
自
体
の
老
朽
化
へ
の
対
応
、

町
の
財
政
状
況
な
ど
の
観
点
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
を
十
分
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
懇
話
会

で
は
、
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
が
あ
っ
た

の
か
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

﹁
障
害
者
や

高
齢
者
も
で
き
る
軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施

設
﹂﹁
多
世
代
が
交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
﹂

﹁
災
害
時
に
必
要
な
備
蓄
品
倉
庫
﹂
等
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
大
規
模
な
設
備
の
更
新
と
多
額
の

予
算
確
保
が
必
要
と
の
答
弁
だ
が
、
公

共
施
設
の
集
約
化
等
を
図
る
中
で
パ
ト
リ

ア
の
大
規
模
改
修
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Ａ
町
長　

道
の
駅
・
学
校
再
編
・
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ッ
ク
大
ホ
ー

ル
等
の
課
題
の
方
向
性
に
つ
い
て
動
い

て
い
ま
す
。
パ
ト
リ
ア
の
施
設
転
換
に

取
り
か
か
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
そ
の
他
の
質
問

　

障
害
者
の
就
労
支
援

決算収支に実質的な黒字要素や
赤字要素を加減した数字

平成28年度に作成した鉄道事業者と自由通路等の
位置について協議するための概略設計図面
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一
般
質
問

答 

弁

手
段
の
多
重
化
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す

発
災
時
に
お
け
る

発
災
時
に
お
け
る

情
報
伝
達
は

情
報
伝
達
は

災
害
対
策

災
害
対
策

町
長
チ
ャ
ン
ネ

町
長
チ
ャ
ン
ネ

ル
立
ち
上
げ
を

ル
立
ち
上
げ
を

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

島
しまざき

﨑隆
たか

夫
お

議員
が町に問う！

稲
いなむら

村壌
じょう

治
じ

議員
が町に問う！

消火栓の管理も備えの一つ

山
やまぐち

口勝
かつ

士
し

議員
が町に問う！

答 

弁
現
時
点
で
実
施
す
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

無
償
化
に

無
償
化
に

向
け
た
考
え
は

向
け
た
考
え
は

学
校
給
食
費

学
校
給
食
費田

た

中
なか

立
たつ

男
お

議員
が町に問う！

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

写
真
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

写
真
は
編
集
委
員
が
﹁
撮
る
﹂﹁
選
ぶ
﹂。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
も
工
夫
し
ま
す
。

変
化
す
る
町

変
化
す
る
町

解体工事が始まった道の駅おがわまち

Ｑ
災
害
対
策
の
現
状
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

災
害
対
策

で
重
要
な
こ
と
は
﹁
自
助
・
共
助
・
公
助
﹂

の
底
上
げ
に
よ
る
﹁
地
域
防
災
力
の
強

化
﹂
で
す
。
自
助
・
共
助
の
啓
発
を
図

る
た
め
、
規
模
の
小
さ
な
地
域
単
位
で
の

防
災
訓
練
を
促
し
﹁
顔
が
見
え
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
﹂
と
﹁
地
域
特
性
に
応
じ

た
備
え
﹂
の
重
要
性
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
助
の
強
化
は
、
災
害
用
資

機
材
や
備
蓄
消
耗
品
の
計
画
的
な
整
備
・

町
職
員
に
よ
る
指
定
緊
急
避
難
場
所
の

開
設
訓
練
・
民
間
団
体
等
と
の
災
害
時

協
定
の
締
結
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
発
災
時
の
情
報
伝
達
に
係
る
体
制

や
手
段
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

発
災
時
の

情
報
伝
達
に
つ
い
て
最
も
重
要
な
こ
と

は
﹁
速
さ
と
正
確
性
﹂
で
す
。
各
地
域

に
向
け
た
共
有
方
法
と
し
て
は
、
区
長

へ
の
メ
ー
ル
や
電
話
に
よ
る
伝
達
が
中

心
と
な
り
ま
す
が
、
防
災
行
政
無
線
等

と
併
せ
て
行
う
こ
と
で
、
漏
れ
の
な
い

情
報
共
有
が
図
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
通
信
速
度
の
低
下
や
、
通
信

そ
の
も
の
が
行
え
な
く
な
る
等
を
想
定

し
、
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を

回
避
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
と
捉
え
て

い
ま
す
。
国
や
県
か
ら
も
﹁
情
報
伝
達

手
段
の
多
重
化
﹂が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新体制議会になり、少しずつ改

革されていくことに期待していま

す。議員の手腕の発揮を！
（Ｍ・Ｅさん 74歳）
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「激変の時代」今までの考えや形を守

るだけでは発展はありません。

果敢なチャレンジを！（Ｚ・Ｔさん　76歳）
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小川町に住んで子供を産み育

てていきたいと思える町づく

りを期待しています。
（Ｉ・ＭＨさん　40代）
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50年後の人たちから感謝される

ような政策をお願いしますね。
（Ｓ・Ｙさん 22歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

424240

242322

39837

答 

弁

取
組
の
成
果
は

表
れ
て
き
て
い
ま
す

答 

弁

今
後
ど
う
あ
る
べ

き
か
考
え
て
い
き
ま
す

広
が
る﹁
面
白
い
﹂

広
が
る﹁
面
白
い
﹂

の
実
感
は

の
実
感
は

Ｑ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
﹁
小
川
町
情
報
ス
モ
リ

バ
﹂
は
、
町
が
面
白
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
が
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

町
の
フ
ァ
ン
を

増
や
す
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
は
１
６
０
７

人
の
登
録
者
で
し
た
が
、
令
和
５
年
９
月

現
在
は
９
３
０
０
人
。
町
の
情
報
の
発
信

だ
け
で
は
な
く
、
町
内
企
業
や
団
体
の
情

報
発
信
の
手
段
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
町

の
公
式
な
発
信
媒
体
と
は
違
う
多
彩
な

内
容
を
発
信
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
町
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

町
内
外
の
方
の

当
町
へ
の
見
方
や
人
の
流
れ
が
変
わ
り

つ
つ
あ
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
社
会
増
減
︵
転
出
入
の
増
減
︶

は
平
成
28
年
度
は
１
５
１
人
減
。
そ
の

後
も
２
０
０
人
近
い
減
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
令
和
３
年
度
は
31
人
･
令
和

４
年
度
は
59
人
減
と
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
の
成
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
と
捉
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
町
の
魅
力
向
上
の

施
策
、
地
域
資
源
の
強
み
や
企
業
、
団

体
の
取
組
の
発
信
に
よ
り
、
関
係
人
口

の
創
出
増
加
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
子

供
た
ち
の
﹁
お
が
わ
学
﹂
学
習
や
﹁
若

者
未
来
会
議
﹂、
企
業
や
高
校
・
大
学

と
の
連
携
で
、
多
彩
な
方
の
町
づ
く
り

へ
の
参
加
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
子
育
て
世
代
の
人
た
ち
に
と
っ
て

歓
迎
さ
れ
る
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

無
償
化
は
、
少

子
対
策
と
し
て
の
効
果
を
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
と
と
も
に
、
財
源
確
保
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
現
時
点

で
実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
の
に
ぎ
わ
い
復
活
に
向
け
て

Ｑ
町
訪
問
者
数
の
把
握
の
一
手
段
と

し
て
、
駅
利
用
人
数
の
把
握
が
で
き
る

の
か
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

駅
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
年
間
乗
降
客
数
の
デ
ー
タ
提

供
は
可
能
と
の
こ
と
で
す
。
今
後
確
認

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
駅
構
内
に
あ
る
地
場
産
品
の
展
示

に
つ
い
て
、
見
直
し
や
工
夫
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

駅
は
当
町

の
玄
関
口
で
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
に
は
大
変
重

要
な
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
商
工
会
に
促
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
駅
前
通
り
を
は
じ
め
、
空
き
店
舗

の
活
用
は
町
の
に
ぎ
わ
い
に
と
っ
て
不
可

欠
。
活
用
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

令
和
５
年

度
は
﹁
空
き
店
舗
活
用
補
助
金
﹂
の
対

象
エ
リ
ア
の
拡
大
と
、
補
助
を
増
額
し

ま
し
た
。
す
で
に
４
件
の
活
用
が
あ
り
、

今
後
も
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
映
像
を
活
用
し
、
当
町
の
現
状
や

未
来
を
伝
え
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
つ
く
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

Ａ
総
務
課
長　

現
在
、
広
報
お
が
わ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
X
︵
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
︶

で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
を
活
用
し
た
町
長
の
発
信
に
つ
い
て

は
、
今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
て
い

き
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
の
道
の
駅

Ｑ
予
算
規
模
も
非
常
に
大
き
く
、
絶

対
に
失
敗
で
き
な
い
事
業
だ
が
、
改
修

の
進
捗
は
。　

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

令
和
６
年

度
工
事
予
定
の
大
規
模
改
修
、
新
築
工

事
に
向
け
実
施
設
計
を
、
ま
た
管
理
運

営
候
補
者
も
町
内
店
舗
や
観
光
施
設
の

地
域
資
源
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
進
め

て
い
ま
す
。　

Ｃチ

ャ

ッ

ト

ｈ
ａ
ｔ
Ｇジ

ー
ピ
ー
テ
ィ
ー

Ｐ
Ｔ
の
導
入

Ｑ
職
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
導
入
を
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

正
確
か
つ
安
全

に
活
用
で
き
れ
ば
、
業
務
効
率
改
善
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
Ａ
Ｉ
戦
略
会
議
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

若者未来会議主催「まちあるき×謎解きゲーム」

展示の充実でさらなるPRを

次ページから
新シリーズスタート！
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Point  Point  33

﹁
議
会
改
革
﹂
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
多
く
の
町
民
が
期
待
す
る
﹁
議
会
改
革
﹂
を
短
期
間
で

実
現
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
夏
の
選
挙
で
町
民
か
ら
負
託
を
受
け
た
16
人
は
、

議
会
の
活
性
化
に
向
け
て
、
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
で
一
致
点
を
み
た
。

ま
ず
は
、
議
員
全
員
で
町
の
施
策
や
課
題
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
な
ど
を

徹
底
的
に
議
論
し
、
情
報
の
共
有
化
を
図
る
。

ま
た
、
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
合
意
で
き
た
こ
と
か
ら

具
体
的
に
手
続
を
踏
み
実
施
し
て
い
く
。

今
後
、
議
員
間
討
議
の
状
況
を
見
え
る
化
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
示
し
て
い
き
た
い
。︵
発
行
責
任
者
︶
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10/27開催 10/27開催 第１回 議員意見交換会からの報告第１回 議員意見交換会からの報告

【議員意見交換会等の定期開催】
　これまでも全員協議会等の場を通じて、様々な

情報を共有してきた。他方、議員経験の多
た か

寡によ

り、同じ情報でも受け取り方に差異が生じていたこ

とも事実。16人の過半数が2期以下となった今期

の議員構成にとって「自由討議」の機会を増やす

ことは重要である。

情報の共有化と認識の共通化
−自由に意見が言える場所へ− −「個」の議員×16＝「全」の議会へ−

【調査研究や研修機会の確保】
　これまでも常任委員会・会派・個人など、単位

は別にしても相応に学ぶ機会は確保してきた。他

方、議会の活性化・改革を図る上で必要な知識・

技術に特化した研修は皆無。多様化する住民ニー

ズに「即応する議会」の構築は急務である。

議員の資質向上と一体感のある議会

公民共創による持続可能な
公共施設の利活用

学校跡地の利活用による行政コスト

の削減と町民サービスの維持向上に

資するため

ライフステージに応じた「スポーツ機会
の創造」と「健康づくりに資する環境整備」

生涯にわたりスポーツに親しむことで得られる

健康増進から「医療・介護に係る費用負担

の減少」と「町民の健康長寿」に資するため

地域に根差した特色ある魅力
的な商店街の取組と小川町駅周辺の活性化

町内における消費の喚起と拡大から「地
元経済の再興」と「町全体の活性化」
に資するため

「進み続ける議会」と「施策を
後押しする政策提言」の在り方

住民ニーズと時代に見合った議会の

活性化による議員の資質向上に資す

るため

先進地視察先  長野県飯綱町(総務・厚生文教・議会運営）佐久市（経済建設） 

　　　　　　−常任・議会運営・議会広報発行に係る各委員会の充実へ−

委員会の機能強化と
発展的な取組

　これまでも各委員会の職務や役割を全うし、行政・住民とともに歩んで

きた。他方、現代社会にマッチした取組が果たされているかというと疑問。

議会や行政の課題解決につながる「提言能力」の向上は必須である。

一部事務組合議会から報告 一部の行政サービスを複数の市町村が共同で行うための団体が
一部事務組合です。構成市町村の議会から議員を選出しています。

小川地区衛生組合議会（令和5年8月7日）

バイオガスプラント施設の見学会を開催
　令和４年度一般会計の歳出決算は13億2100万円で、

小川町の負担額は約４億6300万円となりました。「可燃

ごみ処理の民間委託」の初年度は、寄居バイオガスプラン

ト施設の「軽微な故障」や「ぼや」に見舞われ、スムーズ

な処理（発酵）が進まなかった期間もありました。住民対

象に同施設の見学会等も適宜開催していますので、ともに

事業の進捗をチェックしていきましょう。

ごみ処理・し尿処理

比企広域市町村圏組合議会（令和5年8月９日）

生活を支える重要な役割が広域で実施されています
　一般会計及び各特別会計の歳出決算の総額は約34億

円で、小川町の負担額は約５億円となりました。令和6年

4月より飯能日高消防署内に4組合（埼玉西部・坂戸鶴ヶ

島・比企広域・西入間）合同の指令センター「埼玉西部

地域消防指令センター」がスタートします。その準備も進

められました。新しくなった斎場も本格稼働、ペットの火

葬も増加しました。

消防・救急・斎場の管理運営・介護・障害審査会・公平委員会

改革改革・・活性化の歩み活性化の歩み（平成18年以降）（平成18年以降）

  全員で踏み出す一歩

2006

2018

2019

2020

2023

平成18年12月

定数削減２０人➡１６人

平成30年7月

議長から議会運営委員会に
「人口規模に見合った議員数の
検討」について諮問

議員研修会
「地方議員の定数問題と
議会改革の在り方」
講師：専修大学法学部　
　　　　　　　小林弘和教授

平成31年3月

議会運営委員会から議長に
「人口規模３万人において住民
サービスを十分に提供するため
には議員数１６人が妥当である」
と答申

令和２年５月

「コロナ禍にある議会の在り方」
を模索
一般質問の時間短縮（75分➡
60分）・議案質疑の事前通告制
など

令和5年10月

「議会の活性化」を目途とした
「議員意見交換会」の定期開催
を決定

経済建設
常任委員会

総務
常任委員会

厚生文教
常任委員会

議会運営
委員会

テ ー マ テ ー マ

テ ー マ テ ー マ

目的

目的 目的

目的

 新シリーズ特集3
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き

く×つなぐ
議員の ● 今号の表紙 ●

もうすぐ１年生
　　　「七つの祝」
11月8日に各公民館が主催

した七つの祝イベントで、元

気いっぱいの子供達に触れ

た。もうすぐ１年生！おっきな

ランドセル背負えるかな！？

発行責任者：小川町議会議長 髙橋功人
編　　　集：議会広報発行特別委員会
　　　　　　委員長　山口勝士　 副委員長　鈴木秀尚
　　　　　　委　員　髙瀬　勉・関根慶則
		  　　岡部久志・田端良成

630人

議員がインタビューした町民皆さんの数

（★印は今号取材）

※No.80以降の合計人数

〜９歳 10代 30代 60代20代 50代40代 70代 80歳〜

9人 72人 75人 104人 102人111人 74人68人 15人

高齢者や視覚の弱い方にも配慮したＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています

前号（No.108）を読んだ率直な感想を

 私も泥だらけになってやったので、しろかきを

楽しむ八和田小学校児童の表紙写真を見て、懐

かしく思いました。

ーーズバリ、議会・議会だよりに物申す？！

 議会や議会だよりもそれほど関心がなかった

のですが、これをきっかけに興

味をもっていきたいです。小川

町の現状がわかる内容でよ

かったです。

高橋永和さん
（能増）

町
民
の
声
、「
聴
き
ま
す
×
つ
な
ぎ
ま
す
」

わ
た
し
の
ひ
と
コ
ト

腰
上区は、恵まれ

た山々に囲まれ

た自然豊かな地域です。

笠山・笹山・堂平山を

源
みなもと

に栗山川・館川の

清流の細
せせらぎ

流の音を聴き

ながら暮らせる素晴ら

しいところです。

夜
は星空を眺め、日の出前は朝焼けに感

動し、清々しい気持ちで一日を迎えら

れる環境に感謝しています。この素晴らし

い自然を町内外の多くの方に知っていただ

き、豊かな森林を子孫に受け継がれていく

ことが私の夢であり、仕事だと思います。

林
業に関心を持ち、森林の土砂災害防

止や環境保全を理解し、夏は清流で

川遊び、通年で豊かな森林で森林浴やハイ

キングを楽しんでください。

だ か ら      小 川 が 好 き ！Back to   おがわぎかい No. l08
議会だよりを読んだ感想を議員がインタビュー 町への想いを寄稿していただくコーナー

TAKAHASHI  Towa

鯨井 均さん
（腰上）

KUJIRAI  Hitoshi

高橋さんイチオシの記事はP.2

～3「地域の実情に合わせて

町が選んだ事業はコレだ！」編
集
・

発
行
：
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12月定例会は
※日程は変更になる場合があります。詳しくは小川町ホームページへ

月11 30日（木）から開催しています

興味をもてる
内容です!

小川町の
清流と山並みが大好き

Gikai's comment
若い方々も関心がもてる議会だよりを心がけていき
ます。小川町のよさを実感できるよう頑張ります。

　　髙
たかは し

橋功
い さ お

人 発行責任者

前進を続ける議会の様子
をお伝えしますので、叱咤
激励の声をお寄せください。

　　山
や ま ぐ ち

口勝
か つ し

士 委員長

大変だ！「いいものを作り
たい」思いと実力がかみ
合わない。頑張るぞー！

　　鈴
す ず き

木秀
ひ で な お

尚 副委員長

議会を振り返ることによって、
事業の意味合いや各議員の
思いを再確認できました！

　　髙
た か せ

瀬　勉
つとむ

 委員

前メンバーから唯一の居残
り…留年。今度こそ卒業
できるよう研鑽に励む！

　　関
せ き ね

根慶
よ し の り

則 委員

ひとりの読者から編集する
立場になりました。どうぞ
よろしくお願いいたします。

　　岡
お か べ

部久
ひ さ し

志 委員

多くの皆さんに議会の活
動をわかりやすく伝えてい
きます。

　　田
た ば た

端良
よ し な り

成 委員

一期一会。議員になり、
編集委員になりました。
新たな機会に感謝！

新編集委員から

ひとこと


